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五
月
二
十
六
日
（
木
）
及
び
二
十

七
日
（
金
）
の
二
日
間
、
三
重
県
志

摩
市
に
お
い
て
、
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

津
市
消
防
本
部
か
ら
は
、
警
戒
部

隊
と
し
て
、
指
揮
隊
、
ポ
ン
プ
隊
、

は
し
ご
隊
及
び
救
急
隊
等
、
車
両
四

台
、
総
勢
四
四
名
の
職
員
を
派
遣
し

ま
し
た
。 

志
摩
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

に
設
置
の
統
括
警
戒
本
部
に
派
遣

さ
れ
た
指
揮
隊
は
、
各
国
の
要
人
が

高
速
道
路
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
移 

 
 

 
 

 
 

 

動
す
る
際
に
、
県
内
外
か
ら
集
結
し

た
警
戒
部
隊
に
活
動
を
指
示
す
る

等
重
大
な
任
務
も
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
伊
勢
市
に
派
遣
さ
れ
た
は

し
ご
隊
は
、
横
浜
市
消
防
局
の
指
揮

隊
な
ど
と
と
も
に
、
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

（
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
の
警
戒
に

あ
た
る
な
ど
、
各
部
隊
と
も
県
内
外

の
消
防
本
部
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
活
動
し
ま
し
た
。 

今
回
の
よ
う
に
、
他
消
防
本
部
と

連
携
し
な
が
ら
活
動
し
た
こ
と
は
、

非
常
に
貴
重
な
経
験
で
あ
り
、
こ
の

経
験
を
糧
に
、
津
市
が
大
規
模
地
震

等
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

際
、
他
消
防
本
部
の
応
援
部
隊
と
し

っ
か
り
連
携
が
図
れ
る
よ
う
、
よ
り

一
層
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 
 

 

（
警
防
室 

中
嶋 

勇
輔
） 
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総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞 

（
救
急
課
） 

  

総
務
省
消
防
庁
は
、
九
月
九
日
の

「
救
急
の
日
」
に
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル

東
京
で
、
平
成
二
十
八
年
度
救
急
功

労
者
表
彰
を
行
い
、
医
療
法
人
永
井

病
院
（
西
丸
之
内
）
が
総
務
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

同
病
院
は
、
救
急
搬
送
患
者
を
受

け
入
れ
る
二
次
救
急
の
基
盤
と
な

る
救
急
医
療
体
制
の
構
築
と
地
域

救
急
医
療
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
、
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

今
回
表
彰
さ
れ
た
永
井
病
院
の

永
井
盛
太
理
事
長
は
、
「
こ
の
よ
う

な
表
彰
を
受
け
光
栄
で
す
。
今
後
も

地
域
医
療
の
担
い
手
と
し
て
微
力

な
が
ら
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

（
薮
内 

裕
司
） 

  

『
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
』
っ
て
、
な
に
？ 

（
通
信
指
令
課
） 

 

津
市
消
防
本
部
で
は
、
聴
覚
や
言

語
機
能
な
ど
の
障
害
に
よ
っ
て
通

話
が
困
難
な
場
合
で
も
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（

全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
）
機
能
付
き

の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
１
１
９
番
通
報
が
で
き
る
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
『
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９

』
の
運
用
を
昨
年
度
よ
り
行
っ
て
い

ま
す
。 

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
音

声
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
が
困
難

な
人
を
対
象
と
し
、
事
前
に
登
録
す

る
こ
と
で
、
緊
急
時
に
お
け
る
自
宅

か
ら
の
通
報
に
は
住
所
入
力
す
る

こ
と
な
く
場
所
を
特
定
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。 

ま
た
、
津
市
内
に
限
り
ま
す
が
、

外
出
先
で
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
と
連
携

し
て
通
報
場
所
を
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

操
作
は
簡
単
で
す
の
で
緊
急
時

の
た
め
に
、
『
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
』
へ

の
登
録
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。 

 （
※
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
に
伴
い
、
名
称
が
Ｗ
ｅ
ｂ
１
１

９
か
ら
『
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
』
へ
変
更

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
機
能
等
の
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
） 

問
い
合
わ
せ 

【
通
信
指
令
課
】 
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（
森
川 

恵
一
）  

デ
ー
ジ
ー
分
団
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ 

（
中
消
防
署
） 

  

津
方
面
団
デ
ー
ジ
ー
分
団
は
、
津

市
消
防
団
初
の
女
性
の
み
で
編
成

さ
れ
た
分
団
で
、
名
前
の
由
来
は

「
火
無
効
く
」
と
か
け
て
、
花
の
雛

菊
（
別
名
・
デ
ー
ジ
ー
）
か
ら
と
り

ま
し
た
。 

 

日
頃
か
ら
広
報
活
動
、
防
火
指

導
、
防
火
訪
問
、
応
急
手
当
指
導
な

ど
幅
広
く
活
躍
し
、
近
年
で
は
、
消

火
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

デ
ー
ジ
ー
分
団
は
結
成
し
て
十

年
が
経
ち
ま
す
。
結
成
当
初
は
七
名

で
し
た
が
、
現
在
は
二
十
四
名
と
な

り
、
和
や
か
さ
溢
れ
る
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

消
防
団
は
男
性
の
仕
事
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
中
、
今
で
は
女
性

消
防
団
の
存
在
が
と
て
も
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
男
性 

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
男
性
と

は
違
っ
た
優
し
さ
溢
れ
る
格
好
良

さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

現
在
で
は
、
有
事
に
備
え
た
車
両

や
機
械
器
具
の
操
作
方
法
に
も
慣

れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
団
員
の
大
半
が
応
急
手
当

普
及
員
講
習
を
受
け
、
救
急
の
知
識

を
身
に
つ
け
て
幅
広
い
消
防
活
動

の
引
き
出
し
を
増
や
す
努
力
も
し

て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
六
月
十
二
日
に
開
催
さ

れ
た
高
茶
屋
地
区
安
全
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
は
、
子
供
た
ち
を
笑
顔
い

っ
ぱ
い
で
も
て
な
し
、
写
真
撮
影
や

車
両
説
明
を
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
日
頃
の
活
動
や
努

力
の
積
み
重
ね
に
よ
り
デ
ー
ジ
ー

分
団
は
、
津
市
に
と
っ
て
、
大
き
な

存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

（
藤
本 

卓
）   

 

↑表彰を受けた永井病院永井盛太

理事長  

↑高茶屋地区安全フェスティバルで活動

するデージー分団  
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第
四
十
五
回
消
防
救
助
技
術 

東
海
地
区
指
導
会
に
出
場 

（
西
分
署
） 

 

七
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た

第
四
十
五
回
消
防
救
助
技
術
東
海

地
区
指
導
会
障
害
突
破
訓
練
に
、
西

分
署
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
安
全
・
確

実
・
迅
速
性
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

東
海
地
区
で
二
チ
ー
ム
だ
け
が

出
場
で
き
る
全
国
消
防
救
助
技
術

大
会
出
場
を
目
指
し
、
昨
年
度
の
冬

場
か
ら
体
力
錬
成
や
空
気
呼
吸
器

の
着
装
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
四
月
か
ら
は
本
格
的
に
訓

練
塔
を
使
用
し
て
、
日
々
厳
し
い
訓

練
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
出

場
二
十
一
チ
ー
ム
中
十
五
位
、
総
合

得
点
四
百
八
十
点
、
タ
イ
ム
二
分
六

秒
（
優
勝
タ
イ
ム
一
分
四
十
九
秒
、

名
古
屋
市
消
防
局
）
と
い
う
結
果
と

な
り
、
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
出

場
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。 

 

 

し
か
し
、
こ
の
訓
練
で
培
っ
た
技

術
・
体
力
・
精
神
力
を
活
か
し
、
こ

れ
か
ら
も
津
市
民
の
安
全
を
守
る

た
め
、
日
々
訓
練
に
打
ち
込
み
た
い

と
思
い
ま
す
。 

（
内
藤 

貴
人
）  

が
ん
ば
れ
前
川
楓
さ
ん 

（
安
濃
分
署
） 

津
市
出
身
の
前
川
楓
さ
ん
が
、
リ

オ
で
開
催
さ
れ
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
走
幅
跳
と
百
メ
ー
ト
ル
競
走

の
二
種
目
に
、
日
本
代
表
選
手
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。 

平
成
二
十
四
年
七
月
、
当
時
中
学

三
年
生
で
あ
っ
た
彼
女
は
、
散
歩
中

に
不
慮
の
事
故
に
遭
い
右
足
を
失

い
ま
し
た
。
本
市
救
急
隊
が
出
動
し

て
い
る
た
め
、
記
憶
し
て
い
る
職
員

も
い
る
と
思
い
ま
す
。
強
豪
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
副
キ
ャ
プ
テ
ン
と

し
て
、
思
い
切
り
駆
け
回
っ
て
い
た

彼
女
の
失
意
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
一
年
後
に
彼
女
は
再
び

走
り
出
し
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
義
足

に
最
初
の
頃
は
う
ま
く
走
れ
ず
楽

し
く
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
二
年

後
の
ジ
ャ
パ
ン
パ
ラ
陸
上
競
技
大

会
で
は
日
本
記
録
に
迫
る
大
会
新

記
録
で
優
勝
、
世
界
ラ
ン
ク
六
位
に

つ
け
て
臨
ん
だ
世
界
選
手
権
で
は

七
位
入
賞
し
、
ぐ
ん
ぐ
ん
実
力
を
上 

げ
て
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
臨
ん
だ
リ
オ
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
大
舞
台
で
、
彼
女
は
大
き

く
輝
き
ま
し
た
。
走
幅
跳
で
は
ア
ジ

ア
新
記
録
を
出
し
て
四
位
入
賞
、
百

メ
ー
ト
ル
競
走
で
は
自
己
ベ
ス
ト

を
出
し
て
七
位
入
賞
を
果
た
し
た

の
で
す
。
す
ご
い
！ 

し
か
し
彼
女
は
既
に
四
年
後
の

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え

て
い
ま
す
。
き
っ
と
更
な
る
高
み
へ

登
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
ご
縁

あ
っ
て
親
御
さ
ん
と
親
し
く
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

彼
女
の
活
躍
を
切
に
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。
が
ん
ば
れ
、
前
川
楓
さ

ん
！ 

（
山
口 

敬
正
）  

 

 

や
ぶ
ね
り 

（
北
消
防
署
） 

七
月
十
一
日
、
白
塚
町
地
内
で
や 

 

ぶ
ね
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

八
雲
神
社
の
夏
祭
り
に
行
わ
れ

る
「
や
ぶ
ね
り
」
は
、
祭
神
の
ス
サ

ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
が
退
治
し
た
八
岐

大
蛇
を
ま
ね
た
青
竹
を
束
ね
て
作

っ
た
「
や
ぶ
」
を
か
つ
い
で
町
中
を

練
り
歩
き
、
悪
病
退
散
な
ど
を
願
う

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
祭
り
で
す
。 

こ
れ
ま
で
は
、
あ
ま
り
救
急
車
が

呼
ば
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
回
は
祭
り
の
最
盛
期
に

救
急
事
案
が
あ
り
、
祭
り
の
中
心
に

入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

詳
細
な
内
容
は
掲
載
で
き
ま
せ

ん
が
、
実
に
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
お

祭
り
で
救
急
隊
は
大
変
で
し
た
。
今

後
出
来
れ
ば
救
急
事
案
は
起
こ
ら

な
い
こ
と
を
祈
り
ま
す
（
笑
）
。 

(

森
川 

悦
一)

 

↑大会に向けて訓練中  

↑四位入賞の賞状を持つ楓さん 

↑エネルギッシュな「やぶねり」 
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河
芸
方
面
団
辞
令
交
付
式
及

び
新
人
訓
練 

（
河
芸
分
署
） 

 

四
月
十
日
、
津
市
河
芸
庁
舎
に

て
、
津
市
消
防
団
河
芸
方
面
団
辞
令

交
付
式
及
び
新
人
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

辞
令
交
付
式
で
は
、
女
性
二
名
を

含
む
十
一
名
の
入
団
者
等
へ
辞
令

が
交
付
さ
れ
、
消
防
団
員
は
百
八
十

一
名
と
な
り
ま
し
た
。 

河
芸
方
面
団
で
は
、
女
性
消
防
団

員
と
し
て
初
め
て
二
名
の
方
が
入

団
さ
れ
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 

新
人
訓
練
で
は
、
号
令
ど
お
り
に

規
律
あ
る
動
き
を
目
指
す
「
各
個
訓

練
」
、
い
ち
早
く
消
火
す
る
た
め
の

「
ホ
ー
ス
延
長
訓
練
」
と
「
放
水
訓

練
」
を
行
い
、
今
後
の
消
防
団
活
動

に
向
け
て
技
能
を
磨
き
ま
し
た
。 

（
前
川 

暁
） 

          

平
成
二
十
八
年
度
三
重
県
消

防
操
法
大
会 

（
芸
濃
分
署
） 

 

七
月
十
六
日
、
鈴
鹿
市
の
三
重
県

消
防
学
校
で
平
成
二
十
八
年
度
三

重
県
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、

芸
濃
方
面
団
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
競
技
で
は
、
小
型
ポ
ン
プ
を

使
用
し
、
一
定
の
ル
ー
ル
の
基
、
操

作
開
始
か
ら
火
元
に
見
た
て
た
標

的
を
落
と
す
ま
で
の
タ
イ
ム
と
、
正

確
で
一
体
感
の
あ
る
動
作
を
競
う

も
の
で
す
。 

 

芸
濃
方
面
団
は
、
一
月
か
ら
訓
練

を
開
始
し
、
訓
練
礼
式
及
び
基
本
動

作
を
繰
り
返
し
、
基
礎
を
徹
底
的
に

身
に
着
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
行

動
要
領
の
熟
練
を
経
て
水
出
し
訓

練
ま
で
を
、
選
手
の
み
な
ら
ず
方
面 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

団
員
と
芸
濃
分
署
職
員
が
一
丸
と

な
り
真
剣
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。 

 

大
会
で
は
、
充
分
に
実
力
を
発
揮

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
選
手
は
こ

の
訓
練
で
得
た
消
防
技
術
や
団
結

心
等
を
、
今
後
の
消
防
団
活
動
に
生

か
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。
団
員

の
皆
さ
ま
、
サ
ポ
ー
ト
の
皆
さ
ま
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。 （

宮
下 

久
志
）  

夏
場
の
火
災
に
向
け
て 

（
久
居
消
防
署
） 

 

私
た
ち
消
防
職
員
は
ど
の
よ
う

な
状
況
下
で
も
出
動
し
ま
す
。
助
け

に
向
か
っ
た
私
た
ち
が
現
場
で
倒

れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
常
日
頃
か
ら
体
力
錬
成
を
行

い
、
体
を
鍛
え
て
災
害
に
備
え
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
久
居
消
防
署
で

行
っ
て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法

の
一
部
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 一

つ
目
は
、
火
災
現
場
で
は
必
ず

着
る
防
火
衣
を
着
装
し
た
状
態
、
さ

ら
に
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
（
背
負

式
消
火
水
の
う
）
を
交
代
で
背
負
い

な
が
ら
炎
天
下
の
中
で
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
で
す
。
防
火
衣
は
普
通
の
服
よ

り
も
重
た
く
、
サ
ウ
ナ
ス
ー
ツ
を
着

て
い
る
よ
う
な
状
態
で
、
ジ
ェ
ッ
ト 

シ
ュ
ー
タ
ー
も
約
十
八
リ
ッ
ト
ル

も
の
水
を
入
れ
て
背
負
っ
て
い
ま

す
。 二

つ
目
は
タ
イ
ヤ
引
き
で
す
。
長

さ
約
三
十
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
に

重
さ
約
四
十
キ
ロ
の
タ
イ
ヤ
を
結

び
つ
け
、
腕
の
力
で
タ
イ
ヤ
を
手
繰

り
寄
せ
ま
す
。 

他
に
も
様
々
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

方
法
が
あ
り
ま
す
が
今
回
は
こ
の

二
つ
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
普
段
か
ら
体
力
錬
成
を
行

い
、
夏
の
炎
天
下
で
の
現
場
活
動
で

も
十
分
に
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

に
身
体
と
精
神
力
を
鍛
え
て
い
ま

す
。 

（
小
野 

剛
志
） 

 

↑三連はしごを活用した訓練を行う署員  

↑約４０ｋｇのタイヤを手繰り寄せる 

↑辞令交付式 (上 )と新

人訓練 (下 ) 

↑いざ開始！ 

←標的へ！ 
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南
分
署
よ
永
遠
に
！ （

南
分
署
） 

 

も
う
少
し
、
あ
と
少
し
・
・
・
。 

南
分
署
は
昭
和
五
十
年
に
建
設
さ

れ
て
、
は
や
四
十
年
以
上
経
ち
ま
し

た
。
時
の
流
れ
は
建
物
を
変
化
さ
せ

て
も
ま
だ
ま
だ
現
役
で
す
が
、
使
わ

れ
な
く
な
り
静
か
に
た
た
ず
み
、
色

褪
せ
て
ま
る
で
人
に
忘
れ
去
ら
れ

た
公
園
の
遊
具
の
よ
う
に
無
言
で

鎮
座
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

 

こ
こ
で
は
現
役
と
あ
わ
せ
て
三

例
ば
か
り
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

            

左
上
は
台
帳
・
報
告
書
類
用
の
書

庫
で
こ
こ
は
か
つ
て
分
署
長
室
だ

っ
た
み
た
い
で
す
（
エ
ア
コ
ン
が
そ

の
名
残
り
？
）
。
そ
の
右
は
お
そ
ら

く
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
降
下
訓
練
の

し
せ
つ 

施
設
か
な
と
思
い
ま
す
。
い
つ
お
役

目
御
免
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
？
何

も
語
ら
ず
貫
禄
さ
え
感
じ
ま
す
。
下

が
い
ま
だ
現
役
、
前
回
も
紹
介
さ
れ

た
畳
敷
き
の
仮
眠
室
、
ザ
・
昭
和
と

い
っ
た
風
情
、
ち
な
み
に
壁
紙
を
貼

り
直
し
た
の
は
私
で
こ
ち
ら
も
剥

が
れ
ず
現
役
。 

い
い
味
だ
し
て
る
南
分
署
、
こ
れ

か
ら
も
現
役
で
あ
り
続
け
ま
す
よ

う
に
。 

と
、
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
時

の
流
れ
に
は
逆
ら
え
ず
、
あ
る
計
画

が
浮
上
し
て
・
・
・
・ 

（
小
菅 

英
昭
）  

津
市
美
里
地
域
土
砂
災
害
防

災
訓
練
の
実
施 

（
美
里
分
署
） 

六
月
五
日
、
美
里
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
土
砂
災
害
特
別
警
報
の
発

令
に
伴
い
、
避
難
勧
告
が
発
表
さ
れ

た
と
い
う
想
定
で
美
里
地
域
土
砂

災
害
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
天
候
不
順
で
、
予
定
さ

れ
て
い
た
各
地
域
の
住
民
に
よ
る

避
難
訓
練
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
机
上
訓
練
に
お
い
て
、
三
重
県

職
員
か
ら
土
砂
災
害
が
起
こ
る
前

兆
や
種
類
の
講
義
、
保
健
師
に
よ
る

避
難
所
で
の
衛
生
管
理
や
、
エ
コ
ノ

ミ
ー
症
候
群
（
長
時
間
同
じ
姿
勢
で 

い
る
と
足
の
血
液
の
流
れ
が
悪
く

な
っ
て
血
の
塊
が
出
来
て
し
ま
う
）

に
な
ら
な
い
た
め
の
体
操
、
防
災
ゲ

ー
ム
等
を
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
し
た
。 

 
 

         

ま
た
、
地
域
住
民
に
よ
る
各
地
区

の
危
険
箇
所
や
避
難
経
路
の
再
確

認
を
し
、
自
治
会
相
互
で
防
災
情
報

を
交
わ
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
て

い
ま
し
た
。 

今
回
、
参
加
さ
れ
た
地
域
の
方
々

か
ら
は
、
「
改
め
て
自
分
が
住
ん
で

い
る
地
域
の
危
険
箇
所
の
確
認
が

出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。
」
、「
も
し
、

災
害
が
発
生
し
た
ら
、
今
回
学
ん
だ

こ
と
や
避
難
経
路
を
活
用
し
て
慌

て
ず
落
ち
着
い
て
、
安
全
に
避
難
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
い
う
声
を

聞
き
、
と
て
も
充
実
し
た
良
い
訓
練

が
出
来
た
と
感
じ
ま
し
た
。 

（
前
川 

敦
史
） 

香
良
洲
地
域
水
防
訓
練 

（
香
良
洲
分
遣
所
） 

 

六
月
十
二
日
、
香
良
洲
町
の
香
良

洲
海
岸
に
お
い
て
香
良
洲
地
域
水

防
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
訓
練
は
、
「
記
録
的
な
豪

雨
で
香
良
洲
地
内
に
河
川
の
氾
濫

及
び
堤
防
決
壊
の
恐
れ
が
あ
り
、
ま

た
、
道
路
の
寸
断
に
よ
り
外
部
か
ら

の
応
援
体
制
が
と
れ
な
い
」
と
の
想

定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

消
防
職
員
指
導
の
も
と
香
良
洲

地
区
自
主
防
災
協
議
会
と
消
防
団

香
良
洲
方
面
団
が
三
班
に
分
か
れ

て
、
積
み
土
の
う
工
法
と
積
み
土
の

う
防
水
シ
ー
ト
組
み
合
わ
せ
工
法

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
途
中
、
実
際

の
災
害
さ
な
が
ら
に
雨
が
降
っ
て

き
ま
し
た
が
、
終
始
熱
心
に
訓
練
に

打
ち
込
み
防
災
に
対
す
る
地
域
住

民
の
意
識
の
高
さ
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 （

水
平 

拓
） 

↑三連はしごを活用した訓練を行う署員  

↑積み土のう工法を実施

する参加者  

↑熱が入る机上訓練  
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君
ヶ
野
ダ
ム
水
難
訓
練 

（
白
山
消
防
署
） 

 

六
月
八
日
、
白
山
消
防
署
は
美
杉

町
八
手
俣
の
君
ヶ
野
ダ
ム
で
水
難

救
助
を
想
定
し
救
命
索
発
射
銃
と

救
命
ボ
ー
ト
の
取
扱
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 

訓
練
の
内
容
は
夏
の
季
節
に
伴

い
増
加
す
る
水
難
事
故
に
備
え
、
水

難
救
助
資
機
材
の
仕
組
み
と
操
作

を
理
解
し
、
一
人
一
人
の
技
術
向
上

を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

救
命
索
発
射
銃
は
装
填
準
備
か

ら
発
射
工
程
ま
で
の
流
れ
を
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
若
い
隊
員
達
が

主
体
と
な
り
行
わ
れ
、
初
め
て
扱
う

資
機
材
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
懸
命

に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

救
命
ボ
ー
ト
は
組
み
立
て
か
ら

始
ま
り
、
空
気
を
入
れ
、
水
面
に
ボ

ー
ト
を
浮
か
べ
て
か
ら
エ
ン
ジ
ン

モ
ー
タ
ー
を
取
り
付
け
四
名
交
代

で
ボ
ー
ト
に
乗
り
込
み
、
実
際
の
速

さ
や
危
険
と
な
る
動
き
が
ど
の
様

な
も
の
か
を
体
験
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
訓
練
に
よ
り
隊
員
達
は

各
隊
の
連
携
の
幅
を
広
げ
る
と
と

も
に
、
夏
の
水
難
救
助
の
心
構
え
を

持
ち
、
白
山
消
防
署
の
今
後
の
活
動

を
よ
り
円
滑
に
し
た
い
と
、
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。 

（
横
山 

隆
平
）  

集
ま
れ
！
！ 

（
一
志
分
署
） 

 

七
月
十
六
日
、
三
重
県
消
防
学
校

で
平
成
二
十
八
年
度
三
重
県
消
防

操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
津
市
消
防

団
一
志
方
面
団
が
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。 

当
日
は
十
二
チ
ー
ム
が
参
加
す

る
中
、
惜
し
く
も
六
位
と
の
結
果
に

な
り
ま
し
た
が
、
団
員
達
は
四
十
三

秒
と
い
う
い
つ
も
通
り
の
タ
イ
ム

を
た
た
き
出
し
ま
し
た
。 

一
志
方
面
団
は
昨
年
の
十
一
月

か
ら
週
一
回
の
ペ
ー
ス
で
操
法
の

訓
練
を
行
い
、
一
志
分
署
が
新
庁
舎

に
改
築
さ
れ
た
三
月
か
ら
は
分
署

駐
車
場
で
週
三
回
の
ハ
ー
ド
な
訓 

練
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

一
志
分
署
の
職
員
の
熱
い
指
導

の
も
と
何
千
回
と
集
合
線
に
集
ま

り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
上
手
く

い
か
ず
団
員
達
は
涙
を
流
す
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
し
た
。 

大
会
当
日
は
指
揮
者
の
号
令
の

も
と
集
合
線
に
一
直
線
に
集
ま
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

            

操
法
の
選
手
、
手
伝
い
を
し
た

団
員
、
指
導
し
た
職
員
た
ち
が
汗

を
流
し
た
八
ヵ
月
間
が
報
わ
れ
る

瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

感
動
を
あ
り
が
と
う
！
！
！ 

 
 

 
 

 

（
大
野 

学
） 

 

美
杉
方
面
団
、
指
揮
者
・
初

任
者
研
修
及
び
水
防
訓
練
を

実
施 

（
美
杉
分
署
） 

 
 

六
月
五
日
、
伊
勢
地
体
育
館
、
フ

ッ
ト
パ
ー
ク
美
杉
に
お
い
て
磯
田

美
杉
方
面
団
長
以
下
幹
部
六
十
一

名
と
、
今
年
度
新
入
団
員
五
名
に
よ

る
指
揮
者
・
初
任
者
研
修
及
び
水
防

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

指
揮
者
・
初
任
者
研
修
で
は
、
消

防
団
幹
部
に
よ
る
統
一
の
と
れ
た

部
隊
行
動
と
、
新
入
団
員
の
不
慣
れ

な
が
ら
も
規
律
あ
る
行
動
を
学
ぶ

姿
が
見
ら
れ
、
一
層
、
士
気
の
高
揚

が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
フ
ッ
ト
パ
ー
ク
美
杉
で
の

水
防
訓
練
で
は
全
員
が
小
雨
の
中
、

積
み
土
の
う
工
法
を
美
杉
分
署
職

員
の
指
導
の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。 

水
防
訓
練
に
参
加
し
た
新
入
団

員
は
「
土
の
う
作
り
は
初
め
て
で

す
。
美
杉
地
区
は
災
害
発
生
し
た
ら

被
害
が
大
き
く
な
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
日
の
訓
練
を
活
か
し
て
、

災
害
に
対
応
で
き
る
様
に
し
た
い

で
す
。
」
と
大
汗
を
か
き
な
が
ら
、

技
術
の
習
得
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 
 

（
谷
内 

正
明
）  

救命索発射銃の 

取扱訓練→ 

←救命ボート 

取扱訓練  

↑一志方面団の面々 

↑
指
揮
者
・初
任
者
研
修 

↑
積
み
土
の
う
工
法 
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平
成
二
十
八
年
上
半
期
の 

火
災
・
救
急
・
救
助
概
況 

 

【
火
災
】
出
火
原
因
一
位
は 

「
放
火
・
放
火
の
疑
い
」 

上
半
期
に
発
生
し
た
火
災
は
五
十
二

件
で
、
昨
年
同
時
期
と
比
較
す
る
と
十
九

件
減
少
し
、
う
ち
建
物
火
災
も
二
十
件
減

少
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
火
災
は
六
件

増
加
し
ま
し
た
。 

出
火
原
因
の
一
位
は
「
放
火
・
放
火
の

疑
い
（
約
二
十
九
％
）
」
で
、
年
始
か
ら
自

動
販
売
機
が
放
火
さ
れ
る
火
災
が
連
続

し
て
発
生
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

ま
た
、
た
き
火
が
原
因
で
周
囲
の
枯
れ

草
や
可
燃
物
に
燃
え
移
っ
た
火
災
も
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。 

 

火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
ま
し

ょ
う
。 

 
 

 

             

【
救
急
】
軽
症
患
者
が 

全
体
の
約
五
十
％
超
え 

 

上
半
期
に
発
生
し
た
救
急
出
動
件
数

は
七
千
六
十
二
件
で
し
た
。 

事
故
種
別
で
は
急
病
が
四
千
四
百
七

十
五
件
と
最
も
多
く
、
全
体
の
約
六
十

三
％
を
占
め
、
次
い
で
一
般
負
傷
が
千
三

十
二
件
（
約
十
五
％
）、
交
通
事
故
が
六
百

件
（
約
九
％
）
で
し
た
。
昨
年
同
時
期
と

比
較
す
る
と
、
出
動
件
数
は
五
十
二
件
増

加
し
、
搬
送
人
員
は
十
二
人
増
加
し
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
救
急
出
動
全
体
の
約
五
十
％
が

軽
症
患
者
で
し
た
。
軽
い
け
が
や
病
気

（
擦
り
傷
、
歯
痛
、
風
邪
な
ど
）
の
場
合

な
ど
は
、
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
で

か
か
り
つ
け
の
病
院
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
が
、
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
し
て

い
る
尊
い
命
を
救
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

救
急
車
の
適
正
利
用
に
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

【
救
助
】
交
通
事
故
に
よ
る 

救
助
出
動
が
最
多 

 

上
半
期
の
救
助
件
数
は
六
十
一
件
で

し
た
。
そ
の
う
ち
、
交
通
事
故
が
三
十
七

件
で
全
体
の
約
六
十
一
％
を
占
め
、
次

い
で
そ
の
他
事
故
が
十
六
件
、
水
難
事

故
及
び
建
物
等
に
よ
る
事
故
四
件
で
し

た
。 

 

出
動
件
数
六
十
一
件
の
う
ち
、
現
場

で
活
動
し
た
件
数
は
三
十
五
件
で
、
三

十
九
人
を
救
助
し
ま
し
た
。
活
動
件
数

に
入
っ
て
い
な
い
二
十
六
件
に
つ
い
て

は
、
救
助
隊
が
到
着
す
る
ま
で
に
自
力

で
脱
出
し
た
も
の
や
、
付
近
の
住
民
な

ど
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
行
楽
シ
ー
ズ

ン
は
、
長
距
離
の
運
転
、
海
・
山
・
川
で

の
レ
ジ
ャ
ー
が
増
え
る
時
期
で
す
。
交

通
事
故
や
水
の
事
故
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。 

☆ 

主
な
行
事
予
定 

☆ 

◆
十
一
月
五
日
（
土
） 

 

消
防
・
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

（
津
市
消
防
本
部
・
久
居
消
防
署
） 

◆
十
一
月
十
三
日
（
日
） 

 

平
成
二
十
八
年
度
津
市
総
合
防
災
訓
練 

（
津
市
立
南
ヶ
丘
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
他
） 

◆
平
成
二
十
九
年
一
月
八
日
（
日
） 

 

津
市
消
防
出
初
式 

（
津
市
河
芸
公
民
館
・
周
辺
グ
ラ
ウ
ン
ド
他
） 

  

編
集
後
記 

今
年
、
台
風
一
号
が
発
生
し
た
の
は

七
月
三
日
で
、
こ
れ
は
史
上
二
番
目
に

遅
い
記
録
で
す
。
そ
の
後
は
例
年
並
み

に
発
生
し
ま
し
た
が
、
八
月
下
旬
に
三

個
（
九
号
・
十
号
・
十
一
号
）
の
台
風
が

日
本
列
島
に
同
時
接
近
す
る
と
い
う
珍

現
象
、
そ
し
て
八
月
末
に
は
史
上
初
と

な
る
東
北
地
方
に
直
接
上
陸
と
い
う
、

極
端
な
気
象
現
象
が
続
き
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
鋭
意
企
画
中
の
行

事
が
十
一
月
五
日
開
催
の
消
防
・
防
災

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。
今
年
は
な
ん

と
消
防
本
部
が
会
場
と
な
り
ま
す
。
恒

例
の
各
種
体
験
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、
目
玉

と
し
て
、
消
防
士
等
の
案
内
に
よ
り
建

物
内
部
の
一
階
か
ら
三
階
ま
で
を
巡
る

「
見
学
ツ
ア
ー
」
を
初
開
催
す
る
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
消
防
の
仕
事
、
生
の
現
場
を
知
っ
て

い
た
だ
く
意
味
で
も
重
要
な
行
事
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

（
堀
田
）  

区分 
平成 28 年 

上半期 
平成 27 年 

上半期 増減 

火災件数合計(件) 52 71 ▲19 

火
災
種
別(

件)
 

建物火災 17 37 ▲20 

 うち住宅火災 11 19  ▲8 

林野火災 1  2 ▲1 

車両火災  6 10 ▲4 

船舶火災  0  0  0 

その他の火災 28 22 6 

死者（人）  0 2  ▲2 

負傷者（人） 5 10 ▲5 

（平成 28 年 9 月 15 日現在）  ▲は減を示す  

区分 
平成 28 年 

上半期 
平成 27 年 

上半期 増減 

出動件数 7,062 7,010 52 

搬送件数 6,386 6,367 19 

搬送人員（人） 6,468 6,456 12 

主な

事故

種別

(出動件数) 

急 病 4,475 4,425 50 

一般負傷 1,032 1,096  ▲64 

交通事故   600   618  ▲18 

（平成 28 年 9 月 15 日現在） ▲は減を示す  

区分 
平成 28 年 

上半期 
平成 27 年 

上半期 増減 

出動件数 61 45  16 

活動件数 35 29  6 

救助人員（人） 39 31 8 

主な

事故

種別

(出動件数) 

交通事故 37 26  11 

水難事故  4  4  0 

建物等による事故  4  6 ▲2 

火 災  0  1 ▲1 

（平成 28 年 9 月 15 日現在） ▲は減を示す 
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